











































































我々は普遍性の立場を踏襲すべく､次の Ⅳ 電子系のハミル トニアンから出発する｡但し､系を-

























転 +C2U/hl≦con st･L- 1/12, JJ ,yl≦ const･L-1/12 (2)
ここにL,はランダウ準位の占有率である｡特に､無限体積極限でJxy--e2L/h,C,yy-0となる｡























いたギャップが潰れなければ､前の結果 (2)と合わせてエネルギー ･ギャップに起因するホール ･
コンダクタンスの量子化は普遍コンダクタンスの整数または分数倍に限られる事になる12｡
5 波動関数の局在とコンダクタンス ･プラ トー
上の2つの結果ではまだ不満足である｡すなわち､ある特定の占有率 〝でのコンダクタンスの量
子化であり､占有率を少し変化させたとき､その量子化コンダクタンスが変化しないというプラ
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